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塩
嶺
御
野
立
公
園
は
長
野
県
が
指
定
し
た
「
小
鳥
の
森
」
で

あ
り
、
平
成
８
年
に
は
そ
の
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
「
日
本
の
音

風
景
100
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
然
を
大
切
に
し

な
が
ら
発
展
し
よ
う
と
す
る
岡
谷
市
に
と
っ
て
、
大
き
な
財
産

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
地
に
根
付
い
た
「
小
鳥
バ
ス
」
は
信
濃
歳
時
記
で
も
俳

句
の
季
語
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
ど
定
着
し
て
い
ま
す
。
昭
和
29

年
よ
り
身
近
な
自
然
で
、
楽
し
み
な
が
ら
愛
鳥
精
神
や
自
然
を

大
切
に
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
日
本
野
鳥
の
会
諏
訪
支

部
の
運
営
で
始
ま
っ
た
「
小
鳥
バ
ス
」
は
、
今
年
で
半
世
紀
の

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
多
く
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
続
け
、
今
で
は
周
辺
市
町
村
の
人

た
ち
に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
参
加
し
て

小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
自
然
の
中
に
身
を
ま
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
半
世
紀
を
迎
え
た
「
小
鳥
バ
ス
」
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
、

（
財
）
日
本
野
鳥
の
会
諏
訪
支
部
長
の
林
正
敏
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。 

 

「
小
鳥
バ
ス
」
の 

　
　
　
　
意
義
は
…
… 

 

　
忙
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
こ
う
と
す
る
に
は
、
心
を

傾
け
な
い
と
耳
に
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

そ
の
優
し
い
静
か
な
気
持
ち
が
大
切
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
鳥
の
名
前
は
分
か

ら
な
く
て
も
、
美
し
い
さ
え
ず
り
に
よ

っ
て
癒
さ
れ
る
。
そ
し
て
野
鳥
の
住
め

る
環
境
が
人
間
の
生
存
に
と
っ
て
も
大

切
な
ん
だ
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
え
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
日
で
は
里
山
の
保
全
と
有
効
活
用
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
里
山
と
は
人
が
手

を
加
え
て
守
り
育
て
て
き
た
身
近
な
山

林
で
す
が
、
塩
嶺
は
現
在
求
め
ら
れ
て

い
る
里
山
の
有
効
活
用
の
見
本
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

「
小
鳥
バ
ス
」
が 

　
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
て
… 

 

　
〝
地
の
利
〞
を
生
か
し
た
催
し
に
よ

っ
て
、
地
域
の
方
々
が
健
康
的
に
楽
し

め
る
こ
の
事
業
を
続
け
た
い
と
い
う
一

心
で
し
た
。
独
特
の
口
調
で
自
然
を
語

っ
た
故
小
平
万
栄
先
生
が
広
め
た
小
鳥

バ
ス
を
、
廃
止
さ
せ
な
い
様
々
な
努
力

は
あ
り
ま
し
た
が
、
半
世
紀
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
運
営
側

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

参
加
さ
れ
る
多
く
の

地
域
の
み
な
さ
ん
の

支
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
と
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。 

野
鳥
が
出
迎
え
る

野
鳥
が
出
迎
え
る 

　豊
か
な
森
で
　

豊
か
な
森
で
　 

　
さ
わ
や
か
な
１
日
を
…

　
さ
わ
や
か
な
１
日
を
… 

野
鳥
が
出
迎
え
る 

　豊
か
な
森
で
　 

　
さ
わ
や
か
な
１
日
を
… 

小鳥の先生こと 
（財）日本野鳥の会諏訪支部長 

林　正敏さん 

50
周
年 

コ
ル
リ 

メ
ジ
ロ 

キ
ビ
タ
キ 

い
や 

塩
嶺
の
小
鳥
た
ち 
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　塩
嶺
「
小
鳥
の
森
」
の 

　
　
　
　
環
境
は
… 

 

　
い
ま
塩
嶺
の
「
小
鳥
の
森
」
に
住
む

野
鳥
た
ち
の
現
状
は
、
決
し
て
安
心
で

き
る
状
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
人
間
社
会
の
進
展
に
伴
う
変
化
を
、

彼
ら
は
敏
感
に
受
け
る
か
ら
で
、
塩
嶺

一
帯
を
み
て
も
近
年
様
々
な
変
化
が
小

鳥
た
ち
の
生
存
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。 

　
人
間
の
視
覚
は
と
か
く
水
平
的
で
す

が
、
彼
ら
は
い
つ
も
上
空
か
ら
自
然
の 

変
化
を
と
ら
え
ま
す
。「
小
鳥
の
森
」

だ
け
が
単
独
で
保
た
れ
て
も
、
周
辺
の

自
然
が
後
退
す
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
森

を
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
野

鳥
の
中
に
は
、
環
境
の
変
化
に
た
く
み

に
順
応
で
き
る
カ
ラ
ス
や
キ
ジ
バ
ト
、

イ
ワ
ツ
バ
メ
と
い
っ
た
鳥
も
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
自
然
環
境
の
豊
か
な
森
林

に
住
む
多
く
の
鳥
た
ち
は
、
１
万
年
前

と
今
も
何
ら
変
わ
ら
な
い
生
き
方
を
続

け
て
い
る
の
で
す
。
自
然
が
保
た
れ
た

場
所
に
生
き
る
野
鳥
が
、
環
境
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
し
ょ
う
。 
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昭和59年ころの様子 

　「小鳥バス」創始者の故小平万栄 氏 
　塩嶺「小鳥バス」を発案し、その解説を
務め、ユーモアあふれる語りは「万栄節」
と言われ多くの人に親しまれ、｢小鳥バス｣
の知名度を高めました。 

◎
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
た
方
全
員
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

◎
バ
ス
経
路
・
時
間
等
は
前
号
「
広
報

お
か
や
」
最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

※
詳
し
く
は
、
商
業
観
光
課
（
内
線
１

２
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
イ
ル
フ
童
画
館
で
「
鳥
展
」
の
会
期

中
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
提
示

さ
れ
ま
す
と
、
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。 

 

期 間 料 金 

大
　
人
　
800
円 

子
ど
も
　
400
円 

５
月
・
６
月
の 

毎
日
曜
日 

（岡谷市内から 
　乗車の場合） 
 

（
雨
天
の
場
合
も
実
施
） 

　
小
平
万
栄
先
生
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
小
鳥
の
声
を
聞
い
た
り
、
先
生
に

動
植
物
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
歩
い
て
い

る
こ
と
で
、
森
林
浴
や
新
鮮
な
空
気
を
吸
う
こ

と
が
で
き
大
変
気
持
ち
良
い
で
す
。
参
加
し
た

そ
の
日
は
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
１
日
が
長
く

楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
小
鳥

バ
ス
は
私
の
長
生
き
の
源
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

毎
年
の
行
事
に
欠
か
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
定
年
退
職
を
期
に
夫
婦
で
参
加
し
て
以
来
20

年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
住
宅
街
で
は
感
じ
な
い

小
鳥
の
声
も
塩
嶺
の
静
か
な
森
の
中
で
は
、
改

め
て
小
鳥
の
鳴
き
声
・
種
類
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
す
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
く
中
で
、

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
向
上
と
動
植
物
に
対

し
て
も
非
常
に
関
心
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

林
先
生
の
分
か
り
や
す
い
説
明
を
楽
し
み
に
今

後
も
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。 武居健蔵さん 

（郷田） 

守矢明石さん　　 

　　妙子さん夫妻 
（諏訪市・四賀） 

オ
オ
ル
リ サ

ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ 

ア
カ
ゲ
ラ 

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 

たけ　い　けん ぞう もり　や　あか　し 

　　　　　たえ　こ 

50
周
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
「
塩
嶺
・ 

小
鳥
バ
ス
ガ
イ
ド
」
を
参
加
者
に 

配
布
し
ま
す
！ 

ゆ
え
ん 
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　みなさんは、市内に武井武雄氏の作品が数

多く残っていることをご存じですか。 

　西堀区公会所には、１２枚の灯籠戯画があ

ります。大根やカボチャなど、野菜が相撲を

とっているとてもユニークな武雄氏の絵です。 

　この絵について、当時を知る長地権現町に

お住まいの武井秀喜さんにお話を伺いました。 

　武井秀喜さんは西堀区にお住まいがあり、当時、区の育成会長と
して活躍されていました。昭和47年、小井川小学校の創立１００周
年にあたり、西堀区出身の武井武雄先生に記念碑をお願いするため
東京へでかけました。ちょうど先生は胃かいようで入院し、退院し
たばかりでしたので、15分ほどしか面会時間がないと言われていま
したが、そのときは２時間くらいお話をして、承知してもらい帰っ
てきたそうです。 

　また、育成会では活動の一つとして、毎年夏、天神祭りのとき
に子どもたちに絵を描いてもらい、灯籠を作ってお宮の境内に奉
納していました。 
　灯籠は一回奉納すると、次の年は前の絵をはがし洗って新しい
絵を貼るようにしていたので、子どもたちが描いた絵を、大人に
なっても残っていれば懐かしく当時を思い出すだろうと、綴って
保存しておきたいと思っていたそうです。 
　そこで、絵を灯籠から切り離し４冊の綴りにして、秋ごろ先生
が西堀の実家に帰ってきたときに、綴りの表題を「なつかしの灯
籠絵」と直筆で書いていただきました。そのとき、先生が「おれ
も灯籠の絵を描いてみるかな」とおっしゃったそうです。 

　そして、翌年の天神祭りの前に、武井さんが先生に「子どもたちのため
に灯籠の絵を描いていただけますか」と手紙を書きました。先生からはが
き（上部写真）で紙を送ってほしいと返事があり、当時子どもたちが描い
ていた障子紙より良い和紙を探して２枚送りました。 
　その後、先生から１枚絵が送られてきましたが、武井さんは「子どもた
ちは灯籠の表と裏と絵を２枚描いているので、先生も２枚描いて奉納して
いただきたい」と手紙を送ったところ、しばらくしてもう１枚の絵が届き
ました。 
　１９７７年から亡くなるまで２枚ずつ、西堀区の子どもたちのために灯
籠戯画を描いていただき、全部で１２枚になりました。当時の育成会のみ
なさんは、先生の絵を多くの子どもたちに見せたいと、常に公会所に飾っ
ておくことに決めたそうです。 

灯籠戯画（西堀区公会所） 

小井川小学校創立100周年記念碑と 
武井武雄氏夫妻（写真提供：武井秀喜さん） 

武井武雄氏から武井さんに届いたはがき 

とうろう ぎ　が 

たけ い ひで き 

は 

つづ 
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健
康
保
険
岡
谷
塩
嶺
病
院
で
は
、
昨
年

４
月
の
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
り
緩
和
ケ

ア
病
棟
の
入
院
料
な
ど
の
施
設
基
準
に
「
第

三
者
評
価
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
、
ま

た
病
院
が
提
供
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
全
体

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
内
の
病
院

で
は
初
め
て
品
質
管
理
の
国
際
規
格
で
あ

る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
〔
２
０
０
０
年
版
〕

の
認
証
を
取
得
し
、
審
査
登
録
機
関
か
ら

平
成
15
年
３
月
31
日
に
前
能
見
公
二
院
長

（
現
・
平
沼
俊
院
長
）
に
登
録
証
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
認
証
の
取
得
登
録
に
つ
い
て
は
、
診

療
報
酬
算
定
に
対
し
て
、
客
観
的
評
価
で

あ
る
第
三
者
の
評
価
が
今
後
緩
和
ケ
ア
入

院
料
の
算
定
以
外
に
も
拡
大
す
る
も
の
と

見
て
職
員
全
体
に
諮
っ
た
結
果
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

は
年
２
回
の
審
査
が
あ
り
継
続
的
な
改
善

が
図
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
り
病
院
機
能
評
価
と
併
せ
て
取
得
し

て
い
る
施
設
が
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り

認
証
取
得
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

５
月
か
ら
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

本
格
的
に
開
始
し
、
昨
年
12
月
か
ら
１
月

に
か
け
て
内
部
監
査
を
実
施
し
、
１
月
中

旬
に
予
備
審
査
、
そ
し
て
２
月
25
日
か
ら

27
日
に
本
審
査
を
受
審
し
短
期
間
で
職
員

の
熱
意
を
集
中
さ
せ
て
認
証
を
取
得
い
た

し
ま
し
た
。 

　
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
当
院
の
病
院
訓
と
理
念
に

基
づ
い
て
「
心
の
通
う
優
し
い
医
療
」
を

基
本
的
な
品
質
方
針
と

し
て
、「
身
体
に
ま
つ

わ
る
健
康
の
回
復
と
維

持
」（
緩
和
ケ
ア
病
棟

を
除
く
）、「
限
り
な
き

尊
厳
」（
緩
和
ケ
ア
）、「
身

体
に
ま
つ
わ
る
健
康
管

理
と
予
防
」（
検
診
）

の
３
点
を
主
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
〔
２
０
０
０

年
版
〕
規
格
の
要
求
事

項
に
合
致
し
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
そ
の
概
要
を
記
述
し
た
品

質
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
等
か
ら
は
じ
ま

り
、
院
長
の
責
任
、
経
営
資
源
の
運
用
管

理
、
製
品
実
現
、
測
定
・

分
析
お
よ
び
改
善
ま
で
の

内
容
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
当
院
の
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
は
、
全
て
の
国
家
法
令
・

規
則
、
岡
谷
市
条
例
・
規

則
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
〔
２

０
０
０
年
版
〕
規
格
お
よ

び
当
病
院
自
身
の
要
求
事

項
に
沿
い
つ
つ
業
務
を
運

営
し
、
社
会
の
信
頼
を
得

つ
つ
「
心
の
通
う
優
し
い
医
療
」
を
一
貫

し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

岡谷塩嶺病院 岡谷塩嶺病院 岡谷塩嶺病院 

～県内病院で初めて～ 

ISO9001取得 

　今年の１月まで１２年間にわたり、東京都あきる野
市の公立阿伎留病院長を勤めてまいりました。 
　今回、当院に勤務することとなり、いままでの経験
を活かし地域医療に徹する所存でございます。当院は、
県内の病院では、初のＩＳＯ９００１（２０００年版）
の認証を取得し「心の通う優しい医療」を基本方針に
医療サービス全体の質の向上に取組んでいるものと認
識しております。 
　経済不況による医療財源の窮迫により医療費の総枠
管理・個人負担の増額・高齢者医療の抑制等、国民へ
の医療費負担が求められ、また医療機関に対しても診
療報酬の減額等、経営面で厳しい状況にあります。 
　このような状況の中で健康保険岡谷塩嶺病院の病院
訓および基本理念を基に、安全・安心・満足度を重点
とした医療環境・医療水準の向上に努め、市民のみな
さまに信頼される病院を目指してまいりたいと考えて
おります。よろしくお願い申し上げます。 

就任のごあいさつ 
塩嶺病院 

　院長　平 沼 　俊  

健康保険 健康保険 
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（1） 公文書開示の請求等の件数および開示決定等の状況 

（1） 新農地基本台帳等システム 

（2） 介護保険事務 

（2） 不服申立て状況と不服申立て処理状況 
　　　　該当なし 

（3） 開示請求の内容 
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件　数 
開示決定等の状況 

部分開示 全部開示 不開示 文書不存在 未決定 

件 ６ ３ ３ 

開示決定 
等の区分 

14.5.27 

14.6.11 

14.6.27 

14.7.11 

14.10.11 

14.11.1

請求 

請求 

請求 

請求 

請求 

請求 

平成13年度分上水道水月例検 
査結果、全項目検査結果 水道管理課 

水道管理課 

水道管理課 

財政課 

議会事務局 

学校教育課 

部分開示 

部分開示 

全部開示 

全部開示 

全部開示 

部分開示 

※詳しくは、総務課（1２３－４８１１　内線１５５２）までご連絡ください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6

番
号 

請求等 
年月日 区分 公文書の件名または内容 担当課等 

平成12年全項目定例検査結果 

平成12年、13年水源別原水の 
全項目検査結果 

平成10年度土地売買契約書 

平成13年度市政調査費収支報 
告書 

平成14年学校事故報告書 

応募期限　5月14日（水）必着 
募集人員　3人 
応募資格　他の審議会等の委員になっていない方 
　　　　　（市の特別職や常勤の職員、市会議員を除く） 
任　　期　諮問から答申まで（6月～7月を予定） 
応募方法　所定の申込書に必要事項を記入し、「岡谷市のま

ちづくり」に関してあなたが感じていることやご
意見など、ご自由にお書きいただいた小論文（800
字程度・原稿用紙でなくても可）を添えて直接ま

たは郵送、FAX、電子メールでご応募ください。 
応募用紙　市役所企画課、湊・川岸・長地の各支所、イルフ

プラザ（３階）カルチャーセンターに置いてあり
ます。または、岡谷市ホームページ「様式ダウン
ロード」からどうぞ。 

応募先・問合せ 
〒394－8510　岡谷市幸町8番1号　市役所企画課 
1 2 3－4811（内線1523）　5 2 4－0689  
e-mail  kk@city.okaya.nagano.jp

基本構想審議会 基本構想審議会 基本構想審議会 　この審議会では、市の経営の根幹となる基本構想（H11～20）とこの構想
を実現するための基本的な施策を体系的に示す基本計画（前期・後期各5年間）
で構成される第3次岡谷市総合計画のうち、基本構想の一部改訂と後期基本計
画について、市長の諮問に基づいてご審議いただきます。将来の岡谷市に夢を
いだき、今後の5年間のまちづくりを語り合いませんか。みなさんのご応募を
お待ちしています。 

1．情報公開 

2．個人情報　個人情報の取扱事務等 
 

の委員を14日まで 
募集中！ 

の委員を14日まで 
募集中！ 


